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6
人･まち･自然　　　輝いて 

　 示そう内海の力と和！  
（町合併54周年記念内海町体育祭、参加者全員による人文字） 

　5月8日、保育園児から老人会のお年寄りまで総勢約3000人の参加者を集
め、内海町としては最後となる体育祭が開催されました。 
　開会式では、参加者全員による人文字の作成、閉会式には色とりどりの風船
や鳩を飛ばすなど、盛会のうちに大会は幕を閉じました。 
　今大会で示された「力と和」は、新しいまちづくりに大きな力を発揮し、島
の発展に大いに貢献することでしょう。　　　　　（関連記事6ページに掲載） 
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　計画の基本理念「次代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つまち」を実現
するために、町と町民が目指すまちの姿を①子ども、②子育て家庭、③地域社
会、④次代の親という４つの視点から設定し、計画の基本目標とします。その４
つの基本目標のそれぞれについて、その達成のために必要な条件を掲げ、さら
にその項目ごとに、子育てを支援するうえで、家庭をはじめ、地域･企業･行
政で取り組む具体的行動が示されています。（具体的な行動は4、5ページに記載） 

次代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つまち 基 本 理 念  

1.子どもがいきいきと
健やかに育つことが
できるまち 

2.安心とゆとりを持っ
て子育てを楽しむこ
とができるまち 

3.地域全体で子育てを
支えることができる
まち 

4.健やかに思春期をお
くり、次代の親とし
て人間性を高めるこ
とができるまち 

基
本
目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
条
件 

① 

子
ど
も
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る 

② 

子
ど
も
の
病
気
や
事
故
を
予
防
で
き
る 
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子
ど
も
の
心
身
の
異
常
に
き
ち
ん
と
対
応
で
き
る 

④ 

子
ど
も
が
楽
し
く
学
べ
る
学
校
が
あ
る 

⑤ 

子
ど
も
た
ち
の
様
々
な
体
験
や
活
動
の
場
が
あ
る 

⑥ 

子
ど
も
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
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⑦ 

障
害
児
に
対
す
る
支
援
が
充
実
し
て
い
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康
で
安
全
な
妊
娠
と
出
産
が
で
き
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育
児
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
、広
く
情
報
が
得
ら
れ
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③ 

い
つ
で
も
安
心
し
て
子
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も
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け
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る
場
所
が
あ
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で
協
力
し
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⑤ 

子
育
て
に
伴
う
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る 

  ① 

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る 

② 

地
域
に
住
ん
で
い
る
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
交
流
が
で
き
る 

③ 

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
社
会
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る 

④ 

子
ど
も
連
れ
で
も
外
出
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る 

⑤ 

子
ど
も
の
安
全
に
配
慮
さ
れ
た
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い

る 

  ① 

生
命
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る 

② 

自
ら
心
身
の
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
こ
と
が
で
き
る 

③ 

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も
ち
、
自
立
に
向
け

た
準
備
が
で
き
る 



3 ■■ ススママイイルルククララブブ　　66月月2233日日（（水水））1100：：0000～～1111：：3300 介介護護老老人人保保健健施施設設ううちちのの
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学
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幼
稚
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取
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地域活動やグループ活動に参加
したことがある小学生の割合 

放課後児童クラブの設置数と
定員  

育児休業取得率　　　　　　        

おむつ交換所が設置されてい
る町の施設数 

近くに安心して遊べる場があ
る就学前児童の割合 

 

（設置数） 

（定員） 

（就学前児童の父親） 

（就学前児童の母親） 

 

72.1% 

0か所 

0人 

1.1％ 

34.0％ 

2か所 

30.6％ 

81% 

2か所 

30人 

上げる 

上げる 

4か所 

増やす 

1．子どもがいきいきと健やかに育つこと 
　 ができるまちづくりのための評価指標 

現 状 値  目標値 
平成15年度 平成21年度 

朝食を毎日食べる子どもの割合    　　 

夜9時までに寝る就学前児童の割合 

週４日以上外遊びをする子どもの割合  

1歳6か月児健康診査の受診率 
3歳児健康診査の受診率 

保護者の学校行事等への参加率 

家で、学校での出来事をよく話す 
小学校児童の割合 

学校の授業が理解できていると思う 
児童生徒の割合 

ふだん手伝いをする小学生の割合 
障害児の受け入れを行う保育所の数 

（就学前児童） 

（小学校児童） 

 

（就学前児童） 

（小学校児童） 

 

 

（小学生の保護者） 

（中学生の保護者） 

 

 

（小学生） 

（中学生） 

66.5％ 
77.1％ 
13.6％ 
40.4％ 
34.7％ 
90.2％ 
89.7％ 
81.3％ 
55.1％ 

63.6％ 

82.3％ 
79.2％ 
79.1％ 
2か所 

増やす 
増やす 
増やす 
増やす 
増やす 
100％ 
95％ 
97％ 
60％ 

75％ 

92％ 
85％ 
86％ 
2か所 

4．健やかに思春期をおくり、次代の親として人間性を高めることが 
　できるまちづくりのための評価指標 

現 状 値  目標値 
平成15年度 平成21年度 

周囲の人から大切に思われていると感じる中学生の割合 
性感染症の内容について知っている中学生の割合 

赤ちゃんにふれあう機会がある中学生の割合  

避妊法を知っている中学生の割合 
朝食を食べている中学生の割合 
たばこを吸った経験のある中学生の割合 
お酒を飲んだ経験のある中学生の割合 
薬物乱用の有害性について知っている中学生の割合 
職業体験に参加して有意義だったと感じた中学生の割合 
ボランティア活動に参加したことがある中学生の割合 

（男子） 

（女子） 

 

 

57.0％ 
53.1％ 
39.8％ 
47.8％ 
42.7％ 
71.8％ 
12.5％ 
46.0％ 
91.7％ 
33.2％ 
72.7％ 

増やす 
増やす 
増やす 
増やす 
増やす 
81％ 
0％ 
0％ 

100％ 
増やす 
増やす 

2．安心とゆとりをもって子育 
　てを楽しむことができるま 
　ちづくりのための評価指標 

現 状 値  目標値 

平成15年度 平成21年度 

妊娠11週以下での妊娠の届け出率 

妊娠中に喫煙する人の割合 

妊娠中に配偶者が喫煙する人の割合 

子育てサークル等に参加してい
る就学前児童の保護者の割合 

近くに親同士が集える場があ
る就学前児童の保護者の割合 

すくすくルーム等を知ってい
る就学前児童の保護者の割合 

地域子育て支援センターの
年間延べ利用者数 

（保護者） 

（子ども） 

 

 

78.6％ 

7.1％ 

61.5％ 

17.5％ 

20.9％ 

89.7％ 

693人 

748人 

85％ 

0％ 

減らす 

45％ 

47％ 

93％ 

800人 

864人 

一時保育等の実施施設数 

休日保育の実施施設数 

家族で協力して子育てをして
いる家庭の割合 

ゆったりとした気分で子ども
と過ごせる時間がある保護者
の割合 

子育てが楽しい保護者の割合 

子育てをする上での悩みとし
て「子育てに出費がかさむ」
を挙げた保護者の割合率 

 

（就学前児童のいる家庭） 

（小学校児童のいる家庭） 

（就学前児童の保護者） 

（小学校児童の保護者） 

（就学前児童の保護者） 

（小学校児童の保護者） 

（就学前児童の保護者） 

（小学校児童の保護者） 

 

1か所 

1か所 

94.0％ 

89.7％ 

70.2％ 

64.1％ 

87.7％ 

80.2％ 

50.9％ 

62.1％ 

1か所 

1か所 

96％ 

93％ 

80％ 

76％ 

91％ 

86％ 

減らす 

減らす 

3．地域全体で子育てを支える 
　ことができるまちづくりの 
　ための評価指標 

現 状 値  目標値 

平成15年度 平成21年度 

地域の人から声をかけられ
ることがある保護者の割合 

周囲の人（近隣、友人等）に
支えてもらって子育てをし
ているという実感がある保
護者の割合  

子育て支援ボランティアの数 

保育所入所定員 

94.9％ 

94.3％ 

79.8％ 

74.1％ 

706人 

180人 

96％ 

96％ 

86％ 

82％ 

750人 

180人 

（就学前児童の保護者） 

（小学校児童の保護者） 

（就学前児童の保護者） 

（小学校児童の保護者） 
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の
計
画
で
は
、「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま

れ
育
つ
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
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行
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そ
れ
ぞ
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を
果
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が
ら
、
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べ
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の
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が
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心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育

つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
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　家庭での取組 
～できることから取り組んでいこう～ 
・笑顔であいさつすることから
一日を始めよう。 
・子どもにも家族の一員として
家庭の中での役割をもたせ、

自分でできることは自分でさせよう。 
・健康診査は機会あるごとに受け、予防接種は
早めに受けよう。 
・子どもの発育で気になることがあれば、早め
に相談しよう。 
・病気やけがに対する知識を学び、健康診査の結果、
治療が必要な場合はきちんと治療してもらおう。 
・学校行事にはできるだけ参加し、ＰＴＡ活動
に積極的に協力しよう。 
・地域のイベント、行事やボランティア活動に
積極的に参加しよう。 
・集団遊びの機会を増やし、遊びを通じて人間
関係を学ばせよう。 
・小さい頃から、働くことの大切さ、お金の大切さ
などをいろいろな機会を通じて体験させよう。 

・一人ひとりが身近な子どもに心を開いて話を
聞いてあげよう。 
・幼い頃から命の大切さを教え、善悪のけじめ
をしっかりと身につけさせよう。 

　地域での取組 
～地域のみんなで取り組もう～ 
・子どもの発育等について、子
育て中の保護者の相談相手に
なろう。 
・地域ぐるみで学校を支援し、
教育活動に参加しよう。 

・地域の伝統文化や地域行事、昔の遊びなどを子
どもたちに伝えていこう。 
・地域のみんなでイベントを開催し、ボランテ
ィアを育てよう。 
・事業者は職場見学や職場体験を積極的に受け
入れよう。 
・子どもの虐待やいじめの場面に遭遇しても見
て見ぬふりをしないようにしよう。 
・障害を理解し、温かく見守りと支援をしよう。 

 行 政 の 取 組 ・家庭の教育力向上に向けた相談、
啓発及び学習機会の充実 
・栄養指導の充実、教育の推進 
・乳幼児健康診査の充実、予防接種
の推進、歯の健康づくりの充実 
・教育内容の充実、信頼される学校
づくりの推進 
・児童会や生徒会活動等の充実 
・子ども会活動の支援、子どもと保

護者に向けたイベントや地域活動の
情報提供 
・いじめの解消、不登校児童生徒への
対応の充実 
・子どもの相談に対するカウンセリン
グ機能の充実 
・障害児とその家族に対する生活支援
等、障害児理解のための啓発、交流
教育等の推進 

　家庭での取組 
～できることから取り組んでいこう～ 
・満11週までに妊娠届を出し、
母子健康手帳をもらい、妊産婦
健康診査は、必ず受けよう。 
・妊娠を機に健康について考え、妊
娠中の喫煙、飲酒はやめよう。 

・子育てサークルや子育て講座、講演に参加し
よう。 
・近所の人たちと日常のあいさつを交わそう。 
・日頃から子どもを預けられる人間関係をつく
ろう。 
・地域の子ども会や子育てサークルなどに参加
しよう。 
・家族間で協力し、家事の分担をしよう。 
・夫婦や家族でよく話し合いお互いを思いやっ
て協力して育児をしていこう。 
・お父さんもお母さんも職場からできるだけ早
く帰り、子どもとふれあう時間を持とう。 
・男女ともに育児休業制度などを活用しよう。 
・子育て用品のリサイクル活用を進めよう。 

　地域での取組 
～地域のみんなで取り組もう～ 
・妊婦のそばでは、喫煙を控
えよう。 
・世代を超えた地域の行事を企
画、実施しよう。 

・地域で子育てに関する情報を提供しよう。 
・近所同士で子どもを預かり合おう。 
・土日や祝日などに、夫婦で参加するイベント
や交流会を実施しよう。 
・子育て用品を譲り合おう。 
・子育て経験者は家計のやりくりなどの工夫を
教えてあげよう。 

　企業での取組 
～企業も子育て支援の一翼を担おう～ 
・子育てしやすい勤務体制をつ
くろう。 
・ノー残業デーを設けよう。 

・子育ての大切さを理解し、労働時間を短縮した
り、休暇のとりやすい職場環境をつくろう。 

 

行 政 の 取 組 ・妊娠、出産に関する正しい知識の
普及、啓発 
・妊産婦健康診査の徹底及び訪問指
導の充実 
・出産費、乳幼児健康診査、乳幼児
医療費、ひとり親家庭等に対する
医療費の助成 
・喫煙についての知識の普及と禁煙、

分煙の推進 
・地域子育て支援センター事業の充実 
・子育てに関する学習の場の提供 
・一時保育等の充実 
・男性の育児への積極的参加の促進 
・乳児健康診査、乳幼児医療費の助成 
・保育所保育料、幼稚園授業料等の軽減 
・チャイルドシート購入費の助成 



本計画の全文は町のホームページで http://www.town.uchinomi.kagawa.jp/5
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　　地域での取組 
～地域のみんなで取り組もう～ 
・地域の子どもは地域で大切に育てよ
う。 
・子育て中の親が集い、憩える場をつ
くろう。 
・地域の子育てボランティアグループ

をつくり、子育てサークル等を支援しよう。 

・子育て経験者の知恵と力を提供しよう。 

・地域の伝統行事や地域行事などを子どもたちに伝えて
いこう。 

・子どもが高齢者や障害者と地域で交流できる場をつく
ろう。 

・地域行事等の企画にあたっては、子どもの意見も取り
入れよう。 

・地域の集会所、広場を活用しよう。 

・子育てしながら働く人を温かく見守り、参加しやすい
地域行事を実施しよう。 

・公園や道路の清掃、美化に努めよう。 

・遊んでいる子どもや登下校時の安全を気にかけ、地域で
見守ろう。 

・定期的に防犯パトロールをし、不審な人や車を見たり、
道路や施設で危険な箇所を見つけたら通報しよう。 

・子ども110番に協力しよう。 

　家庭での取組  
～できることから取り組んでいこう～ 
・地域でのあいさつや声かけをしよう。 

・子育てボランティアに参加しよう。 

・自ら積極的に情報を得る姿勢をもと
う。 

・支援してもらえる人がいたら遠慮せずにお願し、子育て
経験者の知恵と力を借りよう。 

・地域の行事に積極的に参加しよう。 

・子ども会行事に参加、協力しよう。 

・学校のイベント等を利用し、地域の人と交流しよう。 

 行 政 の 取 組 ・子育てボランティアの育成、組織づくり
と活動の推進 

・地域の交流ができる場所の拡充 

・地域への愛着を高める活動の促進 

・子ども会の活動支援 

・保育ニーズに応じた保育サービスの充実 

・放課後児童クラブの設置 

・育児休業制度活用促進の啓発 

・子育てしやすい職場環境づくりの啓発 

・ひとり親家庭に対する日常生活の支援 

・子どもが安全にのびのびと遊べる公園等の
整備 

・安全な通学路の確保 

 

　　家庭での取組  
～できることから取り組んでいこう～ 
・思春期の子どもとしっかり向き
合い、きちんとした言葉による
コミュニケーションをとろう。 

・日頃から悩みや心配事を話し合
えるように、親子のふれあいを
大切にしよう。 

・自分が大切に育てられたことを親から聞いてみよう
（親は子どもに話そう）。 

・ペットや生き物とのふれあいの中で、生命の大切さを
教えよう。 

・子どもの前でたばこを吸わないようにしよう。 

・未成年者に酒を勧めないようにしよう。 

・朝食をきちんと食べさせよう。 

・思春期の心と体について学ばせよう。 

・悩みを一人で抱え込まないで、友だちや周りの人に相
談しよう。 

・働くことや子育てをすることの喜びや大切さを子ども
に伝えていこう。 
・弟や妹の世話をさせ、子どもにも家庭の中での役割分
担をしよう。 
・子どもは、社会のしくみを知り、社会の一員としての
自覚をもとう。 

　地域での取組 
～地域のみんなで取り組もう～ 
・子どもが利用する施設は禁煙にし
よう。 
・ＰＴＡ活動や地域の会合等を利用
し、子どもの飲酒、喫煙に対する

容認度を改善していこう。 
・思春期の子どもがもつ悩みを理解し、ゆっくりと見守
ろう。 
・子どもたちの職場体験や職業訓練の場を提供しよう。 
・中学生、高校生のボランティアを活用できるような行
事を企画、実施しよう。 
 

 

行 政 の 取 組  ・エイズなど性感染症の情報提供と予防の
啓発 

・学校における性教育等の充実 

・乳幼児とのふれあい体験の推進 

・食に関する生涯学習の場の提供 

・喫煙、飲酒、薬物乱用による健康への影
響の情報提供、啓発 

・スクールカウンセリング等、心の相談事業
の充実 

・職業体験の拡充 
・ボランティア活動の促進 
 



 

内
海
町
最
後
の
体
育
祭
盛
大
に
！

 

総
合
優
勝
は
前
回
に
続
き
草
壁
地
区
に
輝
く 

さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
も

と
、
５
月
８
日
、
内
海
総
合
運

動
公
園
で
内
海
町
合
併
54
周
年

記
念
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
３
年
ぶ
り
の
開
催
、
ま
た

内
海
町
最
後
の
体
育
祭
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
は
早
朝

か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り

ま
し
た
。

注
目
の
地
区
対
抗
得
点
競
技

で
は
、
２
種
目
で
１
位
と
な
っ

た
草
壁
地
区
が
前
回
に
続
い
て
、

総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
内
海
町
最
後
の
体
育

祭
と
し
て
、
記
念
に
そ
し
て
記

憶
に
残
る
も
の
を
と
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
者
全

員
に
よ
る
「
う
ち
の
み
」
の
人

文
字
の
作
成
を
は
じ
め
、
閉
会

式
で
の
打
ち
上
げ
花
火
や
風
船

飛
ば
し
な
ど
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
思
い
出
に

残
る
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

6

今月号の表紙に掲載している人文字の航空写真を次
のとおり頒布します。ご希望の方は教育委員会事務
局（蕁82－7015）までお申し込みください。 
　料　　金：1,000円／枚 
　サ イ ズ：6ツ切（縦20.4㎝×横25.4㎝） 
　申込締切：6月30日貅 

輪投げ 

つなひき 

題無し

玉入れ 

総合得点 

順 位  

地区種目 西村 草壁 安田 橘・ 
岩谷 

苗羽 坂手 福田 

3.5 

2 

5 

2.5 

13 

5

6 

7 

6.5 

5 

24.5 

1

7 

6 

1 

6 

20 

2

2 

2 

2 

2.5 

8.5 

7

5 

4 

4 

4 

17 

4

3.5 

2 

6.5 

7 

19 

3

1 

4 

3 

1 

9 

6

 
◆地区対抗年齢別リレー 
　　　優勝　草壁地区　　2位　安田地区 

◆小学校対抗リレー 
　　　男子優勝　安田小学校　　2位　星城小学校 
　　　女子優勝　星城小学校　　2位　苗羽小学校 

＜地区対抗得点競技得点表＞ 

苗羽公民館のご厚意で作られた大きな幟差し 苗羽公民館のご厚意で作られた大きな幟差し 

力強く宣誓する橘 岩谷地区の 
　　　　大澤英次さんと山闢加代さん　　　　大澤英次さんと山闢加代さん 
力強く宣誓する橘 岩谷地区の 

　　　　大澤英次さんと山闢加代さん 

応援にも力が入ります 応援にも力が入ります 本気です 本気です 

圧倒的な強さをみせた草壁地区 圧倒的な強さをみせた草壁地区 
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５
月
22
日
、
島
の
初
夏
を
彩

る
第
28
回
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ

ラ
ソ
ン
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
４
１

６
３
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
新
緑

映
え
る
島
の
道
を
駆
け
ぬ
け
ま

し
た
。

当
日
は
小
雨
混
じ
り
の
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
ラ
ン

ナ
ー
に
と
っ
て
は
走
り
や
す
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
大
会
新
記
録
も
生
ま

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

４
０
０
０
人
以
上
の
参
加
者

を
集
め
る
大
会
を
支
え
て
い
る

の
は
、
６
０
０
名
を
超
え
る
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

で
す
。

前
日
か
ら
の
準
備
、
そ
し
て

当
日
は
早
朝
か
ら
の
活
動
と
、

大
変
な
作
業
で
し
た
が
皆
さ
ん

笑
顔
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

印
象
的
で
し
た
。

島
外
の
ラ
ン
ナ
ー
に
混
じ
っ
て

地
元
ラ
ン
ナ
ー
も
疾
走
?!

年
に
一
度
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン

ト
と
あ
っ
て
、
地
元
か
ら
出
場

す
る
ラ
ン
ナ
ー
も
み
な
、
思
い

思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
走
り
、
沿

道
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

 

　5袰  

10袰  

ハーフ 

種目 クラス 順位 氏 名  タイム 

男子20～29歳 

男子30～39歳 

女子30～39歳 

女子40～49歳 

男子20～29歳 

男子50～59歳 

男子20～29歳 

男子50～59歳 

 

5 

1 

4 

4 

5 

3 

6 

4

背尾　裕久 

黒崎　真也 

大成喜久乃 

上嶋　裕美 

三宅　真一 

石井　秀和 

太田　健児 

白崎　正人 

0:16:59 

0:16:17 

0:21:31 

0:24:18 

0:36:48 

0:37:39 

1:15:01 

1:22:23 

[内海町関係の上位入賞者]

大畑さんからクッキーをいただく 
湯川総看護師長 

大畑さんからクッキーをいただく 
湯川総看護師長 

　
「
手
作
り
の
お
も
て
な
し
」
の

心
を
大
事
に
し
て
歴
史
を
積
み
重

ね
て
き
た
今
大
会
、
救
護
所
で

ち
ょ
っ
と
い
い
話
が
。 

　
昨
年
の
大
会
中
に
調
子
を
悪
く

さ
れ
救
護
に
か
か
っ
た
大
畑
さ
ん

（
大
阪
府
）
が
、
今
年
、
手
作
り

の
ク
ッ
キ
ー
を
持
参
し
て
救
護
所

に
い
ら
し
た
の
で
す
。 

　
こ
う
い
っ
た
選
手
と
町
民
の
温

か
い
交
流
こ
そ
が
、
こ
の
大
会
が

28
年
間
続
い
て
こ
ら
れ
た
理
由
と

も
言
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

 ランナーからも好評な草餅づくりに大忙し  ランナーからも好評な草餅づくりに大忙し 

 今年は白鳥の舞を披露  今年は白鳥の舞を披露 

 火消し戦隊　ごっついんレンジャーの勇姿 
（消防　西村分団） 

火消し戦隊　ごっついんレンジャーの勇姿 
（消防　西村分団） 



検
診
結
果
（
口
頭
説
明
）
 

検
診
結
果
（
個
人
通
知
）
 

視･触診のみ希望 
→検診終了 

マンモグラフィ 
希　望 検

診
の
受
け
方
 

◎
乳
が
ん
検
診
 

　
　
　
　
（
視
・
触
診
検
査
）

6
月
7
日
貂
・
6
月
14
日
貂

6
月
10
日
貊
・
6
月
17
日
貊

 

◎
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
 

7
月
12
日
貂
〜
7
月
14
日
貅

※
検
査
を
希
望
す
る
方
は
乳
が

ん
検
診
（
視
・
触
診
検
査
）

の
会
場
で
予
約
し
て
下
さ
い
。

 マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
予
約
 

※
希
望
す
る
検
診
日
に
直
接
会

場
に
お
越
し
下
さ
い
。
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　「
乳
が
ん
」
は
、
乳
腺
に
発
生
す
る
悪
性
の
腫
瘍
で
、
初
期

の
う
ち
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
に
か

か
る
人
は
最
近
で
は
、
45
歳
前
後
を
ピ
ー
ク
に
若
年
傾
向
に
あ

り
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
従
来
の
視
触
診

に
よ
る
検
診
に
乳
房
X
線
検
査
を
併
用
し
た
乳
が
ん
検
診
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

乳

が

ん

 

が
ん
検
診
滷 

　乳房撮影専用の装置を用い、乳房
を2方向から撮影します。この検査に
よる被爆は部分的なものであり、骨
髄や生殖腺などへの影響はありません。

＜対 象＞　　 
40歳以上の方は２年に１回 
乳房のX線検査（マンモグラフィ）と視・
触診の検査を併用しておこないます。（厚
生労働省乳がん検診指針） 

マンモグラフィ検査のみは受診でき
ませんのでご注意下さい。 

受付時間：14時～15時30分 
対 象 者：40歳以上 
料　　金：400円（70歳以上、生活保護世帯、非課税世

帯の方は無料） 

実施場所（対象地区） 実施月日 

6月 7 日貂 

6月10日貊 

6月14日貂 

6月17日貊 

介護老人保健施設うちのみ（安田・東浦） 

介護老人保健施設うちのみ（坂手・苗羽） 

福 田 公 民 館（福田） 

介護老人保健施設うちのみ（西村・草壁） 

献 血 
６月16日貅 内 海 町 役 場  ～ 15：3010：00

～ 13：4513：30 受付 
母と子のすくすくルーム（対象者：平成17年4月生まれ） 
６月15日貉  

 
介護老人保健施設うちのみ 

～ 14：3014：00 受付 
3・4か月児健診（対象者：平成17年2月・3月生まれ） 
６月22日貉  

 
介護老人保健施設うちのみ 

～ 14：0013：30 受付 
9・10か月児健診（対象者：平成16年8月・9月生まれ） 
６月22日貉  

 
介護老人保健施設うちのみ 

～ 14：3013：30 受付 
1歳6か月児健診（対象者：平成15年9・10・11・12月生まれ） 

６月30日貅  
 
介護老人保健施設うちのみ 

2歳児歯科健診（対象者：平成15年3・4・5・6月生まれ） 

※フッ素塗布（料金：100円）ができますので、手鏡と歯ブラシをご持参ください。 
～ 14：3013：30 受付 ６月９日貅  

 
介護老人保健施設うちのみ 

体脂肪測定･ほくほく体操 
６月10日貊・24日貊  介護老人保健施設うちのみ 

 
～ 11：309：00

～ 15：0010：00  

内海町いこいの場（対象者：町内在住の精神障害者で参加可能な方） 

内　　　容 軽スポーツ、簡単な料理実習ほか 

持　参　物 参加費200円、米１合、室内用シューズ 
 

６月21日貂 内 海 町 福 祉 会 館  
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　食中毒は、湿気が多いこれからの梅雨時と気温
が高くなる夏にかけて増加します。ご家庭での食
中毒予防対策は万全ですか？食中毒の予防には台
所を清潔にし、次の3原則を守ることが大切です。
 

 

　食物を取り扱う手指は、
菌の二次感染の原因。食物
の取り扱い時は、必ず手指
を洗いましょう。 

 

 

　作ったものは早めに食べ、作り置きをしないよ
うにしましょう。生ものなどは、冷蔵庫や冷凍庫
で保管してください。冷蔵庫に詰める量は、全体
の7割程度に。 

 

　煮る茹でる炒めるなど、しっかりと加熱調理し
てから食べましょう。（目安は、食品中心部の温
度が75度で１分間以上の加
熱です） 
　万一水様性下痢や腹痛が
続いたり、出血を伴う下痢
を起こした場合は、すぐに
医師の診断を受けましょう。

　内海町食生活改善推進協議会では、高齢
者の食生活の改善を支援することにより、
健康を維持できることを願い、町内７公民
館において7月から1月にかけて栄養教室を
開催します。第1回目は保健センターです。
ぜひご参加下さい。 

日　時　7月1日貊 10：00～13：00 

場　所　保健センター 

定　員　15名程度 

対象者　65歳以上の高齢者及びその家族 

（食生活を改善したいと考えてい 

　る方・食生活に支援が必要な方） 

内　容　講義・調理実習・試食 

参加費　１人 200円 

申し込み期日　6月20日豺 

申し込み先　健康増進課　保健管理係 

　　　　　　（蕁82－7038） 

＜材料＞4人分 
細切りの切干大根…20裼／人参…10裼／しょうが
…3裼／きざみ昆布…2裼／ごま…小さじ１／調味
料（酢…70cc／砂糖…25裼／しょうゆ…小さじ2／
塩…少々／ゆず又はレモンの絞り汁…小さじ１／
酒又は水…大さじ１／好みで唐辛子または七味…少々
 
＜作り方＞ 
①切干大根はたっぷりの水でさっと洗い、かぶる
ほどの水に15分ほどつけて戻す。水気を絞って

食べやすい長さに切る。　 
②人参は4～5袍の長さに千切りし、皮をむいたしょ
うがも千切りにする。　 
③ボールに調味料を合わせ、材料を入れて全体を
混ぜ、軽い重しをかける。（皿を1～2枚のせる） 

＊１時間ぐらいで食べられるが、夏場は冷たくす
ると美味しい。 
＊ゆずやレモンの皮をきれいに洗って細切りにし
たり、すりおろして加えると風味が出る。 

栄養価（１人分） 

エネルギー　 
たんぱく質　 

53 kcal 
0.8裼 

カルシウム　 
脂　　　肪　 
塩　　　分　 

49 褂 
0.7裼 
0.6裼 

内海町食生活改善推進協議会 

今月のテーマ　～食物繊維いっぱいメニュー～ 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
室

【
料
理
教
室
】

日
時

６
月
23
日
〜
平
成
18
年

５
月
ま
で
／
毎
月
第
３
木
曜
日

ま
た
は
第
４
木
曜
日
／
18
時
30

分
〜
21
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
西
村
）

内
容

若
者
向
き
の
家
庭
料
理

定
員

10
名
（
先
着
順
）

費
用

年
間
３
、
０
０
０
円

※
た
だ
し
材
料
代
と
し
て
、
一

回
に
つ
き
500
円
〜
1000
円
が
必
要

締
め
切
り

６
月
20
日
豺
ま
で
に
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
（
蕁
８
２
―

０
２
０
１
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　最近、本人の知らない間に住民異動をする虚偽
の届が発生しております。 

　そこで、このような届出を防止し、併せて住民
記録の正確を確保するために、７月１日から住民
異動の届出をされる方に、本人確認の証明書を見
せていただくことになります。 
　窓口で本人確認が出来ない時は、郵送で異動届
出があったことをお知らせしますが、万一身に覚
えのないお知らせが届きましたら、住民福祉課住
民係（蕁82－7004）までご連絡ください。 
住民異動届の種類 
転入、転出、転居、世帯変更届 
本人確認の対象者 
来庁者（届出人、代理人、使者） 
確認に必要な証明書 
運転免許証、旅券、住基カードその他官公署発行
の写真付き証明書 

日　　時　９月10日貍９時30分～15時 
場　　所　香川県立丸亀競技場 
参加資格　平成17年４月１日現在13歳以上の
身体障害手帳又は療育手帳をお持ちの方であっ
て、県内に住所を有する方、若しくは県内の
更生援護施設などに入所、通所、通学してい
る方。 

参 加 料　300円（参加賞代となります） 
受付期間　平成17年６月１日貉～６月17日貊 
競技種目　陸上競技、フライングディスク（障
害の種類や程度によって種目が変わります） 

問い合わせ先 
住民福祉課 

（蕁82－7005） 

香川県障害福祉課 

（蕁087－832－3293） 

児
童
手
当
は
、
家
庭
に
お
け

る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社

会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

お
よ
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
児
童
を
養
育
す
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

９
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
の

児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、

前
年
の
所
得
が
一
定
の
額
以
下

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
手
当
の
額

第
１
子
・
第
２
子

５，

０
０
０
円
（
１
人
月
額
）

第
３
子
以
降

１
０，

０
０
０
円
（
１
人
月
額
）

受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
人
で
、
ま
だ
手
当
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
住
民
福
祉
課

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
で

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

〇
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

す
で
に
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
30
日
ま
で
に
、

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
児
童
の
養
育
状
況
を

記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
が
　
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
も
の

で
す
。
こ
の
届
を
提
出
し
な
い

と
６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
出
用
紙
は
６
月
初

旬
に
該
当
す
る
ご
家
庭
に
送
付

す
る
予
定
で
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
住
民
福
祉
課
ま

た
は
福
田
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
児

童
手
当
担
当
（
８
２
―

７
０
０

５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

戦没者等のご遺族の皆様へ 
特別弔慰金が支給されます 

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年４月１日
において、公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいな
い場合に、第８回特別弔慰金として額面40万円、10年
償還の記名国債が支給されます。 
　対象となるご遺族は次の順番による先順位のご遺族
お一人です。 
１．弔慰金の受給権者 
２．戦没者等の子 
３．戦没者等と生計関係を有しており、かつ、戦没者
等と氏が同じである 

　　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹 
４．上記３以外の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹 
５．上記１から４以外のご遺族で、戦没者等の死亡時
まで引き続き1年以上生計関係を有していた三親等
内の親族 

請求期間 
　平成17年４月１日から平成20年３月31日まで 
請求窓口 
住民福祉課（蕁82－7005）請求には、印鑑・戸籍抄
本等が必要です 
問い合わせ先 
　香川県長寿社会対策課（蕁087－832－3265） 

「
身
体
障
害
者
補
装
具
巡
回
相
談
」

香
川
県
身
体
障
害
者
相
談
所

で
は
、
次
の
日
程
で
巡
回
相
談

を
行
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
す

の
で
、
６
月
20
日
豺
ま
で
に
住

民
福
祉
課
（
８
２
―
７
０
０
５
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
17
年
６
月
28
日
貂

14
時
20
分
〜
15
時
20
分

場
所

池
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

相
談
内
容

◎
補
装
具
の
交
付
・

修
理
に
関
す
る
こ
と
　
◎
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と

相
談（
診
療
）科
目

肢
体
不
自

由（
整
形
外
科
）／
聴
覚
音
声
言

語
障
害（
耳
鼻
咽
喉
科
）



　第
３
回
　 

　
内
海
町･

池
田
町 

　
　
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
合
併
協
議
会 

日 

時
　
６
月
16
日
貅 

　
　
　
　
13
時
30
分
〜 

場 

所
　
む
と
す
館 

11

―
水
道
水
の
よ
り
高
い
安
全
と 

　
　
　
　
　
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
― 

  

水
道
課
で
は
、
皆
さ
ま
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
飲
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
質
検
査
の
「
項
目
」「
場
所
」「
頻
度
」
な
ど
を
ま
と
め
た

も
の
が
、
水
質
検
査
計
画
で
す
。

●
水
質
検
査
は
な
ぜ
必
要
な
の
で

す
か
？

水
質
検
査
は
、
水
源
か
ら
浄
水

場
、
蛇
口
に
至
る
ま
で
の
水
質
を

確
認
し
、
水
質
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
必

要
な
作
業
で
す
。

●
ど
ん
な
種
類
の
水
質
検
査
を
行

っ
て
い
る
の
で
す
か
？

・
水
質
基
準
項
目
（
50
項
目
）

水
道
水
の
安
全
性
を
考
慮
し
、

水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
項
目

（
一
般
細
菌
や
大
腸
菌
な
ど
）
に

つ
い
て
、
検
査
し
て
い
ま
す
。

・
毎
日
検
査
項
目
（
３
項
目
）

色
・
濁
り
・
残
留
塩
素
に
つ

い
て
、
１
日
１
回
、
蛇
口
で
検

査
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
本
町
が
独
自
に
設
定

し
た
項
目
に
つ
い
て
も
、
定
期
的

に
検
査
し
て
い
ま
す
。

●
ど
こ
で
検
査
し
て
い
る
の
で
す

か
？上

水
道
・
簡
易
水
道
併
せ
て
６

か
所
の
水
源
、
６
か
所
の
蛇
口
で

検
査
し
て
い
ま
す
。

●
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
検
査
し

て
い
る
の
で
す
か
。

検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
、
毎
日

行
う
も
の
か
ら
年
１
回
行
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。

水
道
課
で
は
、
今
ま
で
以
上
に

安
心
し
て
水
道
水
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、「
平
成
17
年
度

水
質
検
査
計
画
」（
水
道
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
）
を
公
表
し
、
水
質

管
理
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
（
蕁
８
２
―
７
０
１
６
）

　交通事故、詐欺などの犯罪の被害にあい、警察や検
察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴（裁判にか
けること）してくれない。このような不満をお持ちの
方は検察審査会にご相談ください。相談や申立てにつ
いての費用は一切無料で、秘密は固く守られます。 
　検察審査会では、選挙権を有する一般国民の中か
らくじで選ばれた11人の審査員が、検察官が事件を
起訴しなかったことのよしあしを審査します。 
お問い合わせ　高松市丸の内1－36　高松地方裁判所内 
　　　　　高松検察審査会事務局　蕁087-851-1531

漓 事件の発生 滷 警察の調べ ③ 不起訴 ④ 申立て 

⑤ 審　査 ⑥ 議　決 ⑦ 起　訴 

 

⑧ 判　決 

彼女、いきなり 
飛び出したんです 
　（ウソの弁解） 

あの男の言っている 
ことはウソよ！調べ 
　なおして邇　なおして邇 

不起訴に 
しました 

納得 
できません！ 

なるほど不起訴は 
納得できない 

調べなおして 
ください 

検察審査会 
（有権者から選ばれる） 

有罪 

裁判官 

検察官 

起
訴
状 

議
決
書 

検察官 

検事正 

事務局 

検察庁 裁判所 

あの男の言っている 
ことはウソよ！調べ 
　なおして邇 

検
察
審
査
会 

　私たちが成長していく過程では、家族をはじめ、地域の
色々な方々との交流を通して心の世界を広げていきます。
若者にとっては、同じ年代の者同志の体験を通して成長し
ていくことが大切ではありますが、思春期の若者の行動の
１つとして「ひきこもり」があります。この状態が長く続
くと本人はもとより、家族にとっても心身への負担が増強
し、健康障害に陥りやすくなります。 
　そこで、まず家族が「ひきこもり」について正しく理解
し、当事者･家族が心の落ち着きを取り戻し充実した日々が
過ごせるよう、一緒に学び考えていきたいと思います。 
　参加ご希望の方は、下記までお申し込み下さい。 

１ 開催場所　香川県小豆総合事務所　東館3階会議室 
２ 対 象 者　ひきこもり家族 
３ 受 講 料　無料 
４ 申込方法　平成17年6月20日豺までに、電話又は文書に 

て受付 

申込・お問い合わせ先 
香川県小豆総合事務所 
保健対策課　精神保健福祉担当 
小豆郡土庄町渕崎甲2079番地5 
蕁 0879－62－1373

1 

2 

3

6月23日貅 

14：20～16：20 
 

7月1日貊 

14：20～16：20 

 
7月8日貊 

14：20～16：20 

 

開催日時 内　　容 講　　師 

ひきこもり、そ
の理解と回復に
向けて ～概念、
症状、経過～ 

ひきこもり家族
の対応　～コミ
ュニケーション
を中心に～ 

家族の役割を考
える　～体験を
通して～ 

五色台病院　 
医師　伊達 健司 

香川県精神保健
福祉センター　
臨床心理士　 
黒河内　美鈴 

KHJ香川県 
「オリーブの会」
会長　藤本 忠成 



か
け
が
え
の
な
い 

　
　
　
　
　
地
球
の
た
め
に 

か
け
が
え
の
な
い
　 

　
　
　
　
　
地
球
の
た
め
に 

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す 

　
環
境
問
題
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
地
球
規
模
の
も
の
か
ら
、
我
々

の
身
近
な
問
題
に
至
る
ま
で
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

　
環
境
保
全
の
た
め
に
、
常
か
ら
小
さ
な
こ
と
で
も
、
で
き
る
こ
と

か
ら
実
践
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

「
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？
」

内
海
町
ま
ち
づ
く
り
条
例

施
行
か
ら
一
年
が
経
過

昨
年
７
月
に
内
海
町
ま
ち
づ

く
り
条
例
が
施
行
さ
れ
て
、
一

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
我
々
の
身
の
回
り
を
見
ま

わ
し
て
も
、
何
と
な
く
ポ
イ
捨

て
さ
れ
た
空
き
缶
や
、
た
ば
こ

の
吸
殻
な
ど
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す

が
、
気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
あ
え

ば
、
き
れ
い
な
環
境
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

こ
そ
、「
住
ん
で
よ
く
、
訪
ね

て
よ
い
ま
ち
」
を
推
進
で
き
る

の
で
す
。

①
空
き
缶
、
吸
殻
な
ど
の
ポ
イ

捨
て
禁
止

ジ
ュ
ー
ス
等
の
空
き
缶
、
た

ば
こ
の
吸
殻
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ

ム
、
紙
く
ず
な
ど
は
道
路
や
公

共
の
場
所
等
に
捨
て
た
り
せ
ず

に
、
持
ち
帰
っ
た
り
、
回
収
容

器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
犬
の
「
フ
ン
」
の
放
置
禁
止

飼
い
犬
の
所
有
者
は
、
散
歩

さ
せ
る
場
合
、
鎖
な
ど
で
つ
な

ぎ
フ
ン
を
排
泄
し
た
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

散
歩
さ
せ
る
場
合
は
、
フ
ン

を
処
理
す
る
た
め
の
道
具
を
持

ち
歩
き
、
フ
ン
を
し
た
場
合
に

は
家
に
持
ち
帰
り
、
適
正
に
処

理
し
て
下
さ
い
。

③
空
き
地
の
管
理

空
き
地
の
所
有
者
は
、
繁
茂

す
る
雑
草
、
枯
草
、
投
棄
さ
れ

た
廃
棄
物
を
放
置
し
て
、
周
辺

の
生
活
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ

う
適
正
な
管
理
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
空
き
家
の
管
理

空
き
家
の
所
有
者
は
、
建
物

の
荒
廃
な
ど
に
よ
り
周
辺
の
生

活
環
境
を
損
な
う
こ
と
の
な
い

よ
う
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

以
上
の
４
項
目
が
、
条
例
の

骨
子
で
す
。

空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
や

フ
ン
の
放
置
に
つ
い
て
は
、
違

反
し
た
も
の
に
対
し
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
指
導
し
、
勧

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

こ
の
条
例
は
、
環
境
に
対
す
る

美
化
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
と
、
事
業

者
、
町
が
協
力
し
て
は
じ
め
て

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
が
実
現

す
る
も
の
で
す
。

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
石
け
ん
は
油
脂
原
料
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。
合
成
洗
剤
は
、
石

油
原
料
と
植
物
原
料
が
あ
り
と
も
に
合
成
界
面
活
性
剤
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的

に
石
け
ん
の
方
が
合
成
洗
剤
よ
り
人
体
や
環
境
に
や
さ
し
く
優

れ
て
い
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
症
状
が
な
く
て
も
、
幼
児
や

子
ど
も
が
い
る
家
庭
や
皮
膚
の
弱
い
方
は
、
ぜ
ひ
石
け
ん
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
家
庭
で
も
一
度
石
け
ん
を

使
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

【
環
境
・
生
活
情
報
】 

石油精製の過程でできる
廃棄物。 

強い浸透力があり、皮膚
から血管に入り体内を巡
り、特に肝臓などに悪影
響。内臓障害、皮膚障害
を起こす恐れがある。 

動植物油 

皮膚から浸透する
ことなく無害 

１日で分解する。
川に流れると海面
活性作用は急激に
なくなる。 

合成界面活性剤は、自
然界にでると微生物を
殺すなど、悪影響を与
え、水の浄化作用を妨げ
る。 

人体への影響 

分　解 

原　料 

石けん 合成洗剤 

12
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H16年 

H15年 

H14年 － 

6.3％ 

5.7％ 

【農地】の場合の 
　　受益者（耕作者）負担率 

町 国 基本補助率 受益者（耕作者） 

－ 50％ 農地の補助率 50％ 

35％ 65％ 農業用施設 
の補助率 

－ 

〈補助対象額についての基本補助率〉 

１
、
農
地
・
農
業
水
路
・
農

道
・
た
め
池
な
ど
が
災
害

を
受
け
た
ら
…

一
定
の
要
件

に
該
当
す
る

復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
国

が
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
補
助
制
度
を
活
用
す
る

場
合
は
、
災
害
発
生
後
速
や
か

に
建
設
農
林
水
産
課
（
８
２
―

７
０
０
９
）
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
と
き
大
雨
、
洪
水

の
状
況
を
写
真
に
撮
っ
て
お
く

と
後
で
役
立
ち
ま
す
。

一
定
の
要
件

と
は
…

◎
雨
量
の
要
件

・
台
風
や
梅
雨
前
線
等
の
集
中

豪
雨
で
24
時
間
の
総
雨
量
が

80
袢
以
上
か
１
時
間
の
総
雨

量
が
20
袢
以
上
の
降
雨
が
あ

っ
た
時
に
被
災
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と

他
に
干
ば
つ
・
地
震
等
に
よ
る
被

災
に
つ
い
て
も
補
助
さ
れ
ま
す

◎
農
地
（
田
、
畑
等
）
災
害
復

旧
の
要
件

・
１
箇
所
の
復
旧
費
が
40
万
円

以
上
に
な
る
工
事
で
あ
る
こ

と
・
耕
作
し
て
い
る
農
地
で
あ
る

こ
と

（
被
災
個
所
が
150
ｍ
以
内
の
間

隔
で
連
続
し
て
い
る
場
合
は
１

箇
所
と
み
な
し
ま
す
。）

た
だ
し
、
被
災
面
積
に
よ
っ
て
、

補
助
対
象
額
が
決
ま
っ
て
き
ま

す
。
補
助
対
象
額
を
超
え
た
額

に
つ
い
て
は
、
全
額
受
益
者

（
耕
作
者
）
の
負
担
と
な
り
ま

す
。（
例
え
ば
復
旧
費
が
100
万

円
で
補
助
対
象
額
が
80
万
円
の

場
合
、
100
万
円
か
ら
80
万
円
を

引
い
た
残
り
の
20
万
円
は
全
額

受
益
者
負
担
、
補
助
対
象
額
の

80
万
円
に
対
し
率
に
応
じ
た
額

を
補
助
し
ま
す
）

◎
農
業
用
施
設
（
農
道
、
用
排

水
路
、
頭
首
工
、
た
め
池
等
）

災
害
復
旧
の
要
件

・
関
係
耕
作
者
が
２
名
以
上

（
そ
の
施
設
を
２
人
以
上
が

利
用
し
て
い
る
こ
と
）
で
あ

る
こ
と

・
農
道
に
つ
い
て
は
幅
員
が
1.2

袤
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と

・
１
箇
所
の
復
旧
費
が
40
万
円
以

上
に
な
る
工
事
で
あ
る
こ
と

（
被
災
個
所
が
150
ｍ
以
内
の
間

隔
で
連
続
し
て
い
る
場
合
も
し

く
は
150
ｍ
以
上
離
れ
て
い
て

も
、
施
設
が
連
続
し
て
い
て
分

離
す
る
の
が
不
適
当
の
場
合
は

１
箇
所
と
み
な
し
ま
す
。）

２
、
補
助
の
対
象
に
な
ら
な

い
主
な
災
害
復
旧

・
以
前
に
発
生
し
た
災
害
に
よ

る
も
の

・
１
箇
所
の
工
事
が
40
万
円
未

満
の
も
の

・
維
持
工
事
と
み
ら
れ
る
も
の

・
耕
作
し
て
い
な
い
農
地
や
管

理
し
て
い
な
い
農
業
用
施

設
、
山
林
等

４
、
復
旧
事
業
の
手
順

災
害
発
生

←

被
害
報
告

（
受
益
者→

町→

県→

国
）

←

調
査
測
量
設
計
（
町
）

←

災
害
査
定
（
国
の
審
査
）

←

予
算
割
当

←

工
事
発
注

←

工
事
施
工

←
完
了

※
通
常
災
害
発
生
か
ら
１
週
間
程

度
で
被
害
報
告
は
終
了
し
ま
す

が
、
大
き
な
災
害
の
場
合
は
１

ヵ
月
程
度
期
間
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す

５
、
そ
の
他

・
災
害
査
定
（
国
の
審
査
）
に

お
い
て
決
定
し
た
工
事
量
等

（
復
旧
延
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
積

の
高
さ
な
ど
）
が
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
災
害
復
旧
事
業
は
原
形
復
旧
が

基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

被
災
を
受
け
た
部
分
以
上
の

施
工
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
そ
の
年
の
災
害
規

模
（
額
）
が
大
き
く
激
甚
災

害
に
指
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
補
助
率
が
嵩
上
げ
さ
れ

受
益
者
（
耕
作
者
）
負
担
率

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
最
近
の

負
担
率
（
農
地
の
災
害
）
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

３
、
補
助
率
・
負
担
率

１
、
農
地
・
農
業
水
路
・

農
道
・
た
め
池
な
ど
が
災

害
を
受
け
た
ら 

２
、
補
助
の
対
象
に
な
ら

な
い
主
な
災
害
復
旧 

３
、
補
助
率
・
負
担
率 

４
、
復
旧
事
業
の
手
順 

５
、
そ
の
他 

災
害
発
生 

　
　
　 

被
害
報
告 

（
受
益
者
　
町
　
県
　
国
） 

　
　
　 

　
調
査
測
量
設
計（
町
） 

　
　
　 

　
災
害
査
定（
国
の
審
査
） 

　
　
　 

予
算
割
当 

　
　
　 

工
事
発
注 

　
　
　 

工
事
施
工 

　
　
　 

完
　
　
了 



14■「映画・テレビの原作図書展」・「しかけ絵本展」 6月7日（火）～7月3日（日）むとす館
むとす　　　　　　　　　

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
歯
と
歯
み
が
き
の
ひ
み
つ

＊
器
楽
合
奏
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

＊
絵
で
わ
か
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ

ー
ツ

＊
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
樋
口

一
葉

＊
バ
ス
を
お
り
た
ら
・
・
・

他
17
冊
（
平
成
17
年
度
課
題
図

書
）
※
他
55
冊

○
一
　
般
　
書

＊
六
星
占
術
　
宿
命
大
殺
界
　

細
木
　
数
子

＊
１
０
０
歳
「
元
気
生
活
の
ス

ス
メ
」

日
野
原
重
明
・
三
浦
　
敬
三

＊
百
年
前
の
日
本
　
モ
ー
ス
・

コ
ケ
ク
シ
ョ
ン
写
真
集

小
西
　
四
郎

＊
子
ど
も
と
出
か
け
る
香
川
あ

そ
び
場
ガ
イ
ドわ

は
は
ネ
ッ
ト

＊
N
P
O
・
N
G
O
と
は
何
か

平
田
　
　
哲

他
95
冊

☆
古
文
書
を
読
む
会

６
月
14
日
貂
　
14
時
〜
16
時

行
事
予
定

☆
古
文
書
（
初
級
）

６
月
11
日
貍
　
10
時
〜
12
時

☆
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

６
月
９
日
貅
　
10
時
〜

※
１
・
２
歳
児
対
象

☆
お
は
な
し
の
会
（
ひ
と
み
会
）

６
月
19
日
豸
　
14
時
〜

※
幼
・
小
学
校
低
学
年
対
象

☆
枕
草
子
を
読
む
会

６
月
18
日
貍
　
14
時
〜
16
時

☆
読
み
聞
か
せ
（
て
る
き
会
）

６
月
25
日
貍
　
10
時
〜

☆
読
書
会
「
輸
違
屋
糸
里
」

６
月
19
日
豸
　
14
時
〜
16
時

☆
紙
芝
居
作
成

６
月
15
日
貉
・
７
月
６
日
貉

10
時
〜
12
時

場　　所：サン・オリーブ 
募集期限：6月24日貊 
申込・問い合わせ先：香川県教育委員会文化
行政課（蕁087－832－3785） 

　東京芸大美術学部の教授など、約20名の講
師による美術の基礎講座「美術ワークショッ
プイン小豆島」が、内海町を会場に次のとお
り開催されます。 

小学生の部 中学生の部 一般の部 

日 時  

募集人員 

受講料 

7月31日豸 
～8月1日豺 
10：00～16：00 

30名（原則
5年生以上）
 
1,000円（材料費） 
※交通費･宿泊費は自己負担 

60名 各コース30名 

5000円 
※交通費･宿泊
費は自己負担 

7月30日貍
～8月2日貂 
10：00～16：00 

7 月 3 0日貍  
～8月2日貂  
10：00～16：00 
※平日と休日コースあり 
 

写真は昨年の様子 写真は昨年の様子 

図図図図
書書書書
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
17

年
６
月
19
日
〜
25
日
ま
で
を｢

ハ

ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る

週
間｣

と
し
て
全
国
的
に
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

　
高
松
法
務
局
と
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
６
月
19
日
に

高
松
市
田
町
交
番
前
等
で
街
頭

啓
発
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
高
松
市
美
術
館
講
堂

に
お
い
て
、
庵
治
町
、
国
立

療
養
所
大
島
青
松
園
及
び
同

園
入
所
者
自
治
会
と
共
催
で
、

ハ
ン
セ
ン
病
啓
発
映
画「
風
の

舞
」の
上
映
会
を
午
前
11
時
、

午
後
１
時
と
２
時
30
分
の
３

回
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
啓
発
映
画
に
つ
い
て

は
、
６
月
22
日
高
松
法
務
局

に
お
い
て
も
、
午
前
10
時
か

ら
４
回
上
映
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
古
く
は

原
因
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た

め
、
不
治
の
病
と
考
え
ら
れ

た
り
、
遺
伝
す
る
病
気
と
考

え
ら
れ
た
り
、
ま
た
外
見
上

の
変
形
が
あ
る
た
め
恐
ろ
し

い
病
気
と
思
わ
れ
て
き
ま
し

た
。 

　
し
か
し
明
治
６
年
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
博
士
に

よ
っ
て
、
ら
い
菌
に
よ
る
感

染
症
で
あ
る
こ
と
が
発
見
さ

れ
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、

治
療
法
が
確
立
し
、
完
治
す

る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
　 

　
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、

治
療
法
が
確
立
し
た
昭
和
35

年
頃
以
降
も
隔
離
政
策
が
と

り
続
け
ら
れ
、
平
成
８
年
の

「
ら
い
予
防
法
」
廃
止
ま
で

続
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
、

社
会
に
ハ
ン
セ
ン
病
は
伝
染

性
の
強
い
病
気
で
あ
る
と
の

過
度
の
認
識
が
広
ま
り
、
偏

見
が
助
長
さ
れ
、
入
所
者
や

そ
の
家
族
の
方
々
は
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
を
受
け
て
き
ま
し

た
。 

　
私
た
ち
は
、
こ
の
機
会
に

人
権
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
自
然
な
交
流
が

で
き
る
よ
う
、
努
力
を
し
ま

し
ょ
う
。 

 

「
人
権
問
題
は
、
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

烙 

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く 

 

　
理
解
す
る
週
間
に
つ
い
て
」 

　
　　　　　　　　　　 

 



15

まちの身近な出来事や
話題を紹介します。 
皆さんからの情報もお
待ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

＜交通安全功労＞ 
黒 島 光 雄  
（苗羽・72歳） 

　黒島さんは平成8年から内
海交通安全協会会長として
協会の運営と会員相互の融
和に尽力されました。 
　また高齢者の事故防止活
動や交通教室を開催する等
自ら率先して、交通安全活
動を献身的に行いました。 

＜環境衛生功労＞ 
藤 田 典 義 
（安田・75歳） 

　藤田さんは、30年余にわ
たって県飲食業環境衛生同
業組合の役員を務められ、
組合活動の中心人物として
食品衛生の向上および業界
発展のために活躍されまし
た。 

今
年
の
看
護
体
験
に
は
昨
年

の
経
験
者
３
名
を
含
む
10
名
の

高
校
生
が
参
加
し
、
入
院
患
者

の
世
話
を
通
じ
て
看
護
の
心
を

学
び
ま
し
た
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
と
の
ふ
れ
あ
い
、
寝
た
き
り

の
方
の
入
浴
介
助
な
ど
学
校
で

は
決
し
て
で
き
な
い
体
験
を
通

じ
て
参
加
者
は
「
大
変
だ
な
と

思
う
け
ど
、
患
者
さ
ん
の
笑
顔

を
見
た
ら
す
ご
く
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
」
と
実
感
し
た
様

子
で
し
た
。

将
来
は
看
護
師
、
医
療
関
係

の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
い
う
夢

を
持
つ
彼
女
ら
の
思
い
は
、
よ

り
一
層
強
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
う
わ
っ
、
な
ん
か
ヌ
ル
ヌ

ル
し
と
る
よ
〜
」
普
段
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
足
裏
の
感
覚
に

驚
き
な
が
ら
、
お
ぼ
つ
か
な
い

足
取
り
で
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
い

く
園
児
た
ち
。
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
か
ら
渡
し
て
も
ら
っ
た

早
稲
を
、
大
事
に
大
事
に
、
時

に
は
大
胆
に
植
え
て
い
き
ま
し

た
。初

夏
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹

く
田
ん
ぼ
に
は
、
こ
れ
か
ら
大

き
く
育
っ
て
い
く
苗
と
ま
ぶ
し

く
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
り
ま
し
た
。

５
月
23
日
、
東
京
か
ら
の
雑

誌
社
の
取
材
依
頼
を
受
け
、
オ

リ
ー
ブ
料
理
研
究
会
の
黒
島
さ

ん
、
濱
口
さ
ん
、
山
口
さ
ん
が

オ
リ
ー
ブ
料
理
を
披
露
し
ま
し

た
。こ

の
日
作
ら
れ
た
３
品
は
い

ず
れ
も
会
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

詰
ま
っ
た
料
理
ば
か
り
。

オ
リ
ー
ブ
だ
け
で
な
く
島
の

幸
や
素
麺
を
使
っ
た
料
理
に

は
、
島
の
発
展
に
少
し
で
も
貢

献
し
た
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

内海町婦人会による 
　　　　　セラピューティックケア 

５
月
５
月
14
日
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
実
施

日
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
実
施 

’04
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

５
月
14
日
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
実
施 

安
田
幼
稚
園
児
に 

　
　
　
よ
る
田
植
え 

オ
リ
ー
ブ
料
理
研
究
会 

　
　
　
　
へ
の
雑
誌
取
材 



心配ごと相談所の開設

内海町社会福祉協議会では、毎月１回、

心配ごと相談所を開設しています。お気

軽にご相談ください。

日　時：6月14日貂 13：30～15：30

場　所：内海町福祉会館

県内の移動手段を一冊の本に
「香川の乗り物ナビ」
主要書店で好評発売中

県は、電車やバス、船など、県内のあ

らゆる公共交通機関の路線案内や時刻表

などの情報をまとめた冊子「香川の乗り

物ナビ」を作成し、県内の主要書店で販

売しています。価格は一部100円。

市町が運営するコミュニティバスや、

マイカーと公共交通機関を乗り継いで通

勤するパークアンドライドのための駐車

場の紹介、電車やバスで行ける観光情報

なども満載しています。

通勤、買い物、お出かけには、便利な

公共交通機関を利用しましょう。

問い合わせ先

香川県交通政策課　蕁087－832－3134

福田財産区議会議員選挙の
投票日は6月12日（日）です

福田財産区議会議員の任期は、平成17

年6月14日までとなっています。

任期満了にともなう福田財産区議会議

員選挙をつぎの日程で行います。

▼6月7日（火）選挙期日の告示　

立候補届出の受付　

場　所：福田公民館

▼6月12日（日）投票日

小豆警察署からお知らせ
6月は「外国人労働者問題啓発月間」

です。警察では、来日外国人犯罪対策及
び不法滞在・不法就労防止に向け、安全
安心で住み良い小豆島になるよう各種活
動を進めています。
来日外国人の不法就労を防ぐために、
ご協力をお願いします。
外国人を雇用する経営者、研修担当者
の方は、雇用前に外国人の
〇パスポート　　　〇外国人登録証明書
〇在留資格・期間　〇紹介者
を必ず確認してください。
来日外国人犯罪を防止するため、昨年
12月2日に入管法が改正になりました。
＜主な改正点＞
〇罰金の引き上げ
・不法入国の罪等　罰金 30万円→300万円
・不法就労助長の罪 罰金200万円→300万円
・無許可資格外活動の罪

罰金 20万円→200万円
〇在留資格取消制度の新設
国内に在留する外国人が
・正当な理由がないのに3カ月以上在
留資格に係る活動をしない

・活動内容を偽った
場合等には、在留資格が取り消されるこ
とがあります。
来日外国人犯罪等で参考になることや
相談事がありましたら小豆警察署（蕁
82－0110）までご連絡下さい。

人形劇『讃州木偶塾
でこじゅく

』公演
内海町愛育会では、香川の人形劇団「讃
州木偶塾」の皆さんをお呼びして、人形劇
を開催しますので、ぜひお越しください。
日　時：6月12日豸 11：00～（約１時間）
場　所：サン・オリーブ　多目的ホール
演　目：人形劇「このつぎな～に」他１本　

（子ども～大人向け）
入場料：無料
問い合わせ先：内海町愛育会事務局

（蕁82－7038）

ラベンダーフェア

6月12日豸～7月10日豸
クラフト体験・ラベンダー生花摘み取り
ラベンダー苗各種販売など
皆さんのお越しをお待ちしています
小豆島オリーブ公園（蕁 82－2200）

善
 
意
 
の
 
寄
 
付
 

〇内海町社会福祉協議会へ 

　　中田　敏子（安田） 

　　佐伯　初榮（苗羽） 

〇社会教育施設寄付金へ 

　　永井　勝也（草壁） 

　　中田　　壽（草壁） 

　　肥田　良久（草壁） 

　　松山　　宏（草壁） 

〇介護老人保健施設うちのみへ 

　　上藤　　孝（古江） 

　　坂下　龍雄（吹田市） 

　　西口　美鶴（堺　市） 

　　井上　和子（堺　市） 

　　坂下　　登（飯田市） 

　　坂下　　修（綾南町） 

　　小杉　睦美（西宮市） 

〇内海病院整備基金・苗羽小学校へ 

　　中田　敏子（安田） 

〇内海病院整備基金へ 

　　久留島寛次（田浦) 

　　岡本　智司（神懸通） 

　　細井　清治（坂手） 

（敬称略）
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講　　演 

【譲ります】 【求めます】 

・電気あんま器    
・赤ちゃん用品      
  　ベビーベット     
  　女児子供服（80cm前後）    
  　男児子供服（95～100cm）      
  　ままごとおもちゃ(段ボール箱１箱分）      
  　抱っこおんぶ兼用ひも     
  　ウエストポーチ型抱っこひも    
  　安田幼稚園制服（グレーの上着）    

・ビデオデッキ     
・一升炊き炊飯器     
・小豆島高校制服男性用ズボン（2件）     
・小豆島高校制服男性用上下     
・赤ちゃん用品      
　 テーブル用ベビーチェア     
　 チャイルドシート（3件）     
　 

 
無償 
 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
無償 
 
 

無償 
無償 
無償 
無償 
 
無償 
無償 
 
 

5月号に掲載したチャイルドシート・遮光カーテンは、リサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。       
 

（4・5月受付分） 

リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008） 

講　　演 

講　　演 



18年に実施される資格試験に合格す
る見込みの方
⑤昭和55年4月2日以降に生まれた方
で、作業療法士免許取得者又は平成
18年に実施される資格試験に合格す
る見込みの方
⑥昭和45年4月2日以降に生まれた方
で、言語聴覚士免許取得者又は平成
18年に実施される資格試験に合格す
る見込みの方
⑦昭和45年4月2日から昭和61年4月
1日までに生まれた方で、介護福祉士
資格取得者又は平成18年に実施され
る資格試験に合格する見込みの方
募集期間：6月6日豺～6月28日貂
応募用紙の請求・問い合わせ
内海町役場 総務企画課（蕁82－7001）
内海病院事務局（蕁82－2121）

町営住宅入居者募集

町営住宅に空室ができましたので、
次のとおり入居者を募集します。
募集団地：小坪団地
募集戸数：１戸
申込期間：6月20日豺～7月4日豺
家　　賃
入居世帯の月収（所得）により決定し
ます。
入居資格
①町内に住所または勤務先がある方で
住宅に困窮していること
②同居親族または同居しようとする親
族があること（50歳以上の方や１級
から4級の障害のある方などは、単身
でも入居できます）
③申込者と同居親族全員の所得を合算
し、諸控除額を差し引いた月収額が
所定の基準に該当していること
④地方税及び町が定めている使用料、
手数料等を滞納していないこと。
※入居者の決定は公開抽選により行い
ます。
問い合わせ先
建設農林水産課 管理係（蕁 82－7009）

17

小豆島町職員募集

平成18年4月1日から小豆島町に勤
務する職員の募集を行います。
１　一般行政職（大学卒）
募集人員：5名程度
応募資格：昭和54年4月2日から昭和
59年4月1日までに生まれた方で、大
学を卒業した方又は平成18年3月31日
までに卒業見込みの方
募集期間：6月6日豺～6月28日貂
応募用紙の請求・問い合わせ
内海町役場 総務企画課（蕁82－7001）
池田町役場 企画総務課（蕁75－0555）
※採用試験は内海町と池田町が合同で
行います。

２　内海病院に勤務する職員
募集人員
①助産師　　　　 5名程度
②看護師　　　　 5名程度
③薬剤師　　　　 1名程度
④理学療法士　　 1名程度
⑤作業療法士　　 1名程度
⑥言語聴覚士　　 1名程度
⑦看護助手　　　 1名程度
応募資格
①昭和45年4月2日以降に生まれた方
で、助産師免許取得者又は平成18年
に実施される資格試験に合格する見
込みの方
②昭和45年4月2日以降に生まれた方
で、看護師免許取得者又は平成18年
に実施される資格試験に合格する見
込みの方
③昭和55年4月2日以降に生まれた方
で、薬剤師免許取得者又は平成18年
に実施される資格試験に合格する見
込みの方
④昭和55年4月2日以降に生まれた方
で、理学療法士免許取得者又は平成

放送大学学生募集
（第2学期 10月入学）
☆10月入学
CSスカイパーフェクTV・ケーブル

TV等で授業を行う通信制の大学です。
入学試験はありません。
学士（教養）の学位が取得できます。
学習センターでも視聴テープの貸し出し
ができます。
マイペースで自宅学習できます。1科
目からでも学べます。
募集期間
6月15日貉～8月31日貉
資料請求（無料）・問い合せ先
放送大学香川学習センター
〒760－0016 高松市幸町1－1

（蕁 087－837－9877）
ホームページ　http://www.u-air.ac.jp

あすなろの家
陶芸教室参加者募集
あすなろの家では地域の方々にも陶芸
を楽しんでもらおうと、次の通り陶芸教
室を行っています。
日　　時：毎月第3･第4水曜日

19：00～21：00
場　　所：あすなろの家
参加費用：2,000円（材料代）
申 込 先：あすなろの家（蕁 82－3663）

香川県「女性友好の翼」
派遣団員を募集します！

「女性友好の翼」に参加して、男女共同
参画・福祉・環境問題を考えてみませ
んか！
日　時：平成17年10月15日貍～

10月23日豸
訪問国：ノルウェー・ドイツ
対　象：満30歳以上満60歳未満の県内
在住の女性で地元で活動していただける方
募集人数：10名程度
選考方法：書類審査で選考のうえ面接

（面接予定：7月30日貍）
参加料：派遣経費の1/2相当額

（200,000円）
受付期間：6月1日貉～7月8日貊
問い合わせ先：香川県青少年・男女共
同参画課（蕁 087－832－3197）
人権対策課（蕁 82-7011）

6月　JUNE

講　　演 
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次
回
は
柴
田
高
子
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
６
年
に
片
城
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
中
学
ま
で
其
処

で
育
ち
終
戦
の
翌
々
年
の
春
、

岡
山
の
高
等
学
校
へ
入
学
す
る

た
め
初
め
て
小
豆
島
を
離
れ
ま

し
た
。
以
来
、
小
豆
島
以
外
の

地
で
住
ん
で
い
ま
す
。
も
う
57

年
に
も
な
り
ま
す
。

私
の
小
豆
島
に
つ
い
て
の
意

識
は
大
別
し
て
２
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
は
故
郷
を
慈
し
む
心

で
す
。
も
う
１
つ
は
戦
争
中
の

忌
ま
わ
し
い
体
験
で
す
。
小
豆

島
を
想
う
時
、
後
者
が
心
の
中

で
大
き
な
位
置
を
占
め
ま
す
。

昭
和
６
年
に
満
州
事
変
が
勃

発
、
日
中
戦
争
へ
と
発
展
し
、

大
東
亜
戦
争
へ
と
拡
大
し
た
。

中
学
２
年
の
夏
、
や
っ
と
敗
戦

と
い
う
形
で
長
い
戦
争
が
終
わ

っ
た
。
誕
生
か
ら
青
年
へ
の
14

年
を
ず
っ
と
戦
争
の
中
で
過
ご

し
た
わ
け
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
出
征
兵
士
を

送
り
出
し
た
。
２
人
の
兄
が
戦

地
へ
赴
き
１
人
は
帰
ら
な
か
っ

た
。
実
際
の
空
襲
は
な
か
っ
た

が
何
度
か
警
報
が
鳴
り
響
い

た
。
高
松
行
き
定
期
船
が
米
軍

艦
載
機
に
銃
撃
さ
れ
同
郷
の
人

達
が
亡
く
な
っ
た
。

枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
の
忌
ま
わ
し
い
記

憶
は
私
の
脳
裏
か
ら
消
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
悲
し
い
思
い
出
と
全

く
対
極
に
あ
る
の
が
小
豆
島
を

懐
か
し
み
慈
し
む
心
で
す
。
遠

足
で
紅
葉
の
合
間
か
ら
見
た
険

し
い
岩
、
数
メ
ー
ト
ル
の
水
深

も
透
き
通
っ
て
見
え
た
綺
麗
な

海
、
今
も
目
前
の
物
を
見
る
か

の
よ
う
に
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
、
小
豆
島
の
こ
と
を

私
は
良
く
知
り
ま
せ
ん
。
小
豆

島
で
過
ご
し
た
期
間
が
身
近
な

事
に
し
か
関
心
を
持
た
な
い
子

供
時
代
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
小
豆
島
を
殆
ど
知
ら

な
い
自
分
を
発
見
し
て
驚
い
て

い
ま
す
が
、
で
も
小
豆
島
は
い

い
な
あ
、
と
懐
か
し
ん
で
い
ま

す
。戦

争
は
政
治
が
犯
し
た
過
ち

で
す
。
美
し
い
小
豆
島
も
そ
の

悲
劇
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
故
郷
は

其
処
に
生
を
受
け
た
者
に
は
掛

替
え
の
な
い
、
心
の
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
る
平
和
の
園
で

す
。小

豆
島
が
い
つ
ま
で
も
平
和

に
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
を
心
か

ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

お
達
者
な
ん
な 

（227） 

私
の
戦
争
と
平
和 （

片
城
出
身
・
73
歳
） 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

大

泊

　

勝

 お
達
者
な
ん
な 

（175） 

は
る
 
な
 

 

 

 
 

と
 

よ
し
 

な
 

ひ
 や

ま
と
 

 
れ
ん
 

 
ゆ
う
 

み
 

 

 80 73795890

女 男 女 男 男 女 女 98 8692858987

 

▼
お
詫
び
 

月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
 

◎

死

　

亡
　
（
11 
人
） 

　氏
　
名
　
歳
　
世
帯
主
　
地
　
区
 

康

之

 

克

治

 

多
惠
子
 

永

昭

 

浩

二

 

福
山
　
保
 

政
井
員
江
 

山
下
　
登
 

板
倉
ス
ミ
ヱ
 

ト
シ
ヱ
 

当

浜

苗

羽
〃
 

坂

手

福

田

キ
ヨ
コ
 

本

人

 

登
 

本

人

 

本

人

 

豪
 

柴
口
森
之
助
 

平
井
イ
ヨ
 

森
岡
智
惠
子
 

橋
本
カ
ツ
ミ
 

植
松
キ
ミ
子
 

中
川
キ
ヨ
ノ
 

西

村

 

〃
 

〃
 

神
懸
通
 

安

田

 

〃
 

◎

出

　

生
　
（
7 
人
） 

赤
ち
ゃ
ん
　性
別
　保
護
者
　
地
　
区
 

静

雄

 

佑

介

 

光

幸

 

誠
 

誠
 

直

弘

 

貴

仁

 

眞
鍋
春
菜
 

三
浦
嘉
斗

向
井
陽
南
 

大
岡
　
和
 

大
岡
　
怜
 

千
壽
や
え
 

藤
田
実
優

神
懸
通

草
壁
本
町

 

木

庄

 

〃
 

〃
 

苗
　
羽
 

〃
 

5 

20

4 

21

　
町
体
育
祭
、
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ

ン
と
大
き
な
行
事
が
続
い
た
今
月
。

カ
メ
ラ
を
片
手
に
右
往
左
往
し
、

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
狙
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
つ
づ
け
ま
し
た
。
 

　
競
技
中
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
、

ふ
と
し
た
瞬
間
に
こ
ぼ
れ
る
笑
顔

を
狙
っ
た
の
で
す
が
、
出
来
上
が
っ

た
写
真
を
み
る
と
、
自
分
で
「
い

い
か
な
」
と
思
え
る
の
は
２
、
３

枚
程
度
。
内
海
町
と
し
て
は
最
後

と
な
る
体
育
祭
、
皆
さ
ん
の
記
憶

に
残
る
い
い
大
会
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 
広
報
う
ち
の
み
５
月
号
『
お
め

で
た
・
お
く
や
み
』
の
出
生
の
欄

で
、
板
倉
瑞
起
ち
ゃ
ん
の
読
み
が

な
が
「
み
ず
き
」
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
み
づ
き
」

で
し
た
の
で
、
こ
こ
で
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

 
 

交通事故・火災・救急件数 
（町内４月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負傷者 

死亡者 

火 災  

救 急  

10 

21 

0 

1 

45

24 

37 

0 

4 

169

20 

24 

0 

3 

163

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。




